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子
供
を
育
て
る
た
め
の 

縁
え
に
し 

づ
く
り 

 

～
出
雲
に
集
っ
た
神
々
か
ら
の
提
言
～ 

 

 

教育シンポジウム島根 開催    

 

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
大
社
文
化
プ
レ
イ
ス

「
う
ら
ら
館
」
に
お
い
て
、
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

島
根
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
三
百
名
の
会
員

を
迎
え
、
県
内
会
員
、
一
般
、
来
賓
を
合
わ
せ
、

約
四
百
名
が
集
い
、
四
名
の
登
壇
者
に
よ
っ
て
展

開
さ
れ
た
熱
い
議
論
に
聞
き
入
っ
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
を
結
ぶ

○縁
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
進
ん
だ
。
冒
頭
、
森
所

長
は
「
教
育
は
人
間
と
人
間
の
営
み
。
だ
か
ら

○縁

が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
は
出
会
い
で
で
き
る
。
そ

の
運
命
を
使
命
に
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
柳

生
家
の
家
訓
を
紹
介
し
な
が
ら
話
さ
れ
た
。 

 

そ
し
て
、
人
生
最
初
の
出
会
い
の
相
手
「
親
」

の
教
育
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
「
家
訓
（
我
が
家
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
）
」
を
作
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。 

 

続
い
て
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
提
言
が
あ
り
、

そ
の
後
は
パ
ネ
リ
ス
ト
同
士
で
の
議
論
や
、
会
場

か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
進
ん
だ
。
個
性
豊
か

な
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
と
、
森
所
長
の
豊
富
な
話

題
と
軽
妙
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
約
三
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
様
々
な
角
度
か
ら
こ
れ

か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

小
才
は
出
会
う

○縁
に
き
づ
か
ず 

中
才
は

○縁
を
活
か
さ
ず 

大
才
は
袖
ふ
れ
合
う

○縁
を
も
活
か
す 

柳生家 

  家訓 

 箸は元は神へのお供えもの

をするときに使う道具。箸に

精神性を持たせているのは箸

文化のある国々の中で日本だ

け。食にきちんと向き合い、

感謝することがモラルにつな 

 がる。好き嫌いは食との出会

いを狭め、それを許すことは、

ひいては仕事や人との出会いを 

                  も狭めることにつながる。 

 率先垂範がキー 

ワード、人間関係 

については、親と 

子は「鏡と鑑の関 

係、だから家訓が 

必要、学校では 

「先生徒の関 

係」校訓が大 

事、地域社会では「我以外人皆教師の関係」社訓の

出番。家庭で「芽」が出て、学校で「花」が咲き、

世間で「実」がなる。 

 家庭の機能が果

たされているか考

える必要がある。

教育基本法が改正

さ れ、「保 護 者

は、子の教育につ

いて第一義的責任

を有する」と書か

れた。この精神を

暮らしの中に生かし、今こそよその子も叱

り、腹を割って話し合える環境づくりを。 

 言葉は言霊。言葉

から伝わる空気、自

分 が 出 す 空 気 が あ

る。子育ては大変だ

が、自分がぶれない

で信念を持っていれ

ば子どもは必ずついて

いく。とにかく笑顔で 

いい言葉いい空気を出                   

していきたい。 

日本教育文化研究所所長 

   森 隆夫氏 近大姫路大学教育学部長 

  辻村哲夫氏 

日本箸文化協会代表 

  小倉朋子氏 

ＦＭ山陰 

  パーソナリティ 

   小片悦子氏 



 

教育シンポジウム島根 島根からの発信 
 

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
島
根

の
開
催
に
あ
た
り
、
久
保
井

規
文
理
事
長
は
、
「
日
本
教

育
文
化
研
究
所
は
『
美
し
い

日
本
人
の
心
を
育
て
る
教
育

の
創
造
』
を
目
指
し
、
日
本

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
へ

正
し
い
教
育
を
行
う
た
め
に

活
動
し
て
お
り
、
多
く
の
教

育
機
関
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
こ
の
出
雲
の
地
で
正
に
神
は
か
り
を
し
て
い
る
こ
の
時

期
に
我
々
も
集
っ
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
協
力
に
つ
い

て
、
そ
の
継
続
的
な
取
組
の
た
め
の
具
体
的
方
策
を
考
え
る

こ
と
は
意
義
深
い
。
少
し
で
も
早
く
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、

子
ど
も
達
に
、
「
大
切
に
し
て
い
る
よ
。
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
た
い
。
」
と
挨
拶
を
し
た
。 

 

ま
た
、
閉
会
に
あ
た
っ
て
開
催
県
、
主
管
団
体
を
代
表
し

て
、
石
原
康
博
所
長
が
、
プ
ロ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
言
葉
を

紹
介
し
な
が
ら
「
日
々
変
化
す
る
教
育
環
境
を
何
と
か
し
た

い
と
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
。
大
切
な
の
は
私
た
ち
大
人
が

子
ど
も
達
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
や
れ
た
か
で
あ
る
。
教
職
員

と
し
て
、
一
人
の
子
ど
も
の
親
と
し
て
、
一
人
の
大
人
と
し

て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
な
ら
、
本
気
で
叱
ら

な
き
ゃ
い
け
な
い
と
き
が

あ
る
。
大
き
な
声
で
褒
め

な
き
ゃ
い
け
な
い
と
き
が

あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
学
校
・
家
庭
・
地
域

を
つ
な
ぐ
縁
と
な
れ
ば
幸

い
だ
。
」
と
お
礼
の
挨
拶

を
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
。 

日本教育文化研究所 

 久保井規文理事長 
島根県教育文化研究所 

 石原康博所長 

教育シンポジウム島根 記念レセプション 

 

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
、
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
島
根
の
開
催
に
先
立
っ
て
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
に
て
行
わ
れ

た
。 

 

開
会
に
あ
た
り
、
佐
野
美
保
副
所
長
が
、
「
こ

の
出
雲
地
方
は
旧
暦
十
月
を
神
無
月
と
は
呼
ば

ず
、
神
在
月
と
申
し
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
時
に
、

全
国
の
八
百
万
の
神
々
が
出
雲
大
社
に
お
集
ま
り

に
な
る
か
ら
で
す
。
先
日
二
十
六
日
夕
刻
に
神
々

を
迎
え
る
神
事
が
行
わ
れ
、
今
ま
さ
に
、
全
国
の

神
々
が
出
雲
大
社
で
縁
結
び
の
話
し
合
い
を
さ
れ

て
い
る
時
、
奇
し
く
も
全
国
の
皆
様
と
こ
の
よ
う

に
会
し
ま
す
こ
と
は
、
何
や
ら
不
思
議
な
ご
縁
を

感
じ
ま
す
。
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。 

 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
台
北

駐
日
経
済
文
化
代
表
所
文
化

部
部
長 

斯
吉
甫
様
、
島
根

県
教
育
庁
教
育
監 

木
村
保

孝
様
、
島
根
県
議
会
議
員 

佐
々
木
雄
三
様
、
出
雲
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

吉
田
純

二
様
、
斐
川
町
教
育
委
員
会
教
育
長 

青
木
充
之
様
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
来
賓
、
招
待
者
の
方
々
を
迎
え
、
盛
大
に

行
わ
れ
、
全
国
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
合
う
こ
と

が
で
き
た
。 

 

途
中
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て

「
さ

だ

須

佐

太

鼓
」
が
披
露
さ
れ

た
。
そ
の
力
強
く

迫
力
の
あ
る
動
き

と
響
き
に
参
加
者

は
釘
付
け
と
な
っ

た
。 

島根県教育文化研究所 

 佐野美保副所長 

台北駐日経済文化代表所 

 斯 吉甫文化部部長 

    さだ須佐太鼓 

閉会の挨拶をする武田幸雄 

日本教育文化研究所副理事長 
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